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倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業生
闘 中!奮

卒業生

闘 中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

宝
箱

皇
學
館

宝
箱

皇
學
館

　

神
宮
に
お
か
れ
て
は
、
山

口
祭
、
木
本
祭
を
皮
切
り
に
、

第
63
回
式
年
遷
宮
の
諸
祭
、

諸
行
事
に
取
り
掛
か
れ
た
▼

６
月
９
日
に
斎
行
さ
れ
た
御

樋
代
木
奉
曳
式
に
は
本
学
の

学
生
も
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
た
。
白
装
束
に

黒
の
法
被
を
ま
と
い
、
檜
笠

を
被
っ
て
五
十
鈴
川
の
川
曳

き
に
臨
ん
だ
。ま
さ
し
く
、伊

勢
で
学
ぶ
学
生
の
特
別
な
経

験
と
い
え
る
▼
烏
帽
子
岩
の

と
こ
ろ
の
堰せ

き

は
よ
く
滑
る
し
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
お
木
を
積

ん
だ「
そ
り
」を
引
き
上
げ
る

の
も
難
し
い
。
そ
の
先
の
宇

治
橋
下
も
油
断
す
る
と
滑
っ

て
ひ
っ
く
り
返
り
、
全
身
ず

ぶ
ぬ
れ
に
な
る
。
お
綱
を
曳

い
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
お

綱
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
感
じ

だ
。
こ
れ
ら
の
難
所
を
乗
り

越
え
て
こ
そ
、
神
聖
な
お
木

を
大
切
に
奉
曳
で
き
た
と
い

う
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
▼
令
和
８
年
度
、
９

年
度
に
は
、
旧
神
領
民
の
地

域
を
中
心
に
お
木
曳
行
事
が

あ
る
。
伊
勢
市
内
も
人
口
減

少
に
よ
り
、
奉
曳
団
の
結
成

に
苦
慮
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
助
っ

人
と
し
て
、ぜ
ひ
、学
生
諸
君

に
地
域
の
奉
曳
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う
▼
伊

勢
の
ま
ち
は
、
こ
の
20
年
に

一
度
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
更

新
さ
れ
て
い
く
。
い
よ
い
よ
、

始
ま
っ
た
と
い
う
、
空
気
が

伊
勢
の
ま
ち
を
包
ん
で
い
る
。

　天あ
ま

離ざ
か

る

　
鄙ひ

な

の
長な

が

道ち

ゆ

　
　
恋
ひ
来
れ
ば

明
石
の
門と

よ
り

　
　
大や

ま
と和
島し

ま

見
ゆ

柿
本
人
麻
呂

第63回 神宮式年遷宮
心ひとつに「エンヤ!」

学生が御樋代木奉曳式で奉仕
　
令
和
15
年
の
第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
向
け
、
御
杣
山
で
伐
採
し
た
御
樋
代
木
を
宮
域
内
に
曳
き
奉

る
儀
式「
御
樋
代
木
奉
曳
式
」が
６
月
９
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
五
十
鈴
川
を
遡
り
内
宮
へ
と
運
び
入
れ

る
川
曳
に
は
神
道・国
史・専
攻
科・大
学
院
の
男
子
学
生
58
名
が
、津
市
で
行
わ
れ
た
御
樋
代
木
奉
迎
送

行
事
に
は
神
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
な
ど
約
１
３
０
名
が
参
加
。エ
ン
ヤ
の
掛
け
声
と
共
に
、心
ひ
と

つ
に
曳
い
た
。

█

誇
り
と
伝
統
を
胸
に
、

█

58
名
が「
川
曳
」の
大
役
担
う

神
領
民
と
し
て
の
自
覚

�

白
岩
大
聖（
神
道
２
）

伝
統
継
承
の
素
晴
ら
し
さ
を

肌
で
感
じ
た
特
別
な
経
験

野
村
正
徳（
神
道
４
）

　

御
樋
代
木
は
御
神
体
を
お
納
め

す
る
御
樋
代
を
奉
製
す
る
ご
料
木

で
あ
る
。今
回
運
ば
れ
た
の
は
、３

日
に
長
野
県
上
松
町
、
５
日
に
岐

阜
県
中
津
川
市
で
伐
り
出
さ
れ
た

樹
齢
約
3
０
０
年
の
ヒ
ノ
キ
３
本

で
、
長
さ
６
・
６
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

約
２
ト
ン
。

　

午
後
１
時
頃
、
雨
が
降
り
し
き

る
中
、
内
宮
宇
治
橋
前
に
ご
神
木

を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
す
る

と
、
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
ら
が
出

迎
え
、
集
ま
っ
た
市
民
か
ら
拍
手

と
万
歳
三
唱
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

そ
の
後
、
浦
田
橋
付
近
の
河
川
敷

で
ご
神
木
は
一
本
ず
つ
そ
り
に
載

せ
ら
れ
、
内
宮
へ
向
け
川
曳
が
出

発
。
神
宮
式
年
造
営
庁
職
員
や
奉

献
団
代
表
、
本
学
学
生
58
名
を
含

む
約
２
０
０
人
が
「
太た

い

一い
つ

」（
天
照

大
御
神
の
御
料
で
あ
る
意
）
の
文
字

が
入
っ
た
黒
法
被
と
檜
笠
姿
で
曳

い
た
。
学
生
た
ち
は
腰
ま
で
水
に

浸
か
り
な
が
ら
、「
エ
ン
ヤ
」
の
掛

け
声
と
共
に
力
強
く
前
進
。
宇
治

橋
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
、
約
１
・

５
キ
ロ
の
距
離
を
２
時
間
余
り
か

け
て
遡
上
し
、
内
宮
風
日
祈
宮
橋

に
到
着
し
た
。
無
事
に
大
役
を
務

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
水
深
の
浅
い

場
所
で
そ
り
の
重
さ
が
格
段
に
増
し
、

皆
で
力
を
込
め
て
も
び
く
と
も
し
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
当
日
は
か
な
り
の
雨

が
降
っ
て
お
り
、
水
深
が
深
い
場
所
で

は
体
が
半
分
以
上
浸
か
る
な
ど
動
き
に

く
さ
も
伴
い
、
大
変
な
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
20
年
に
一
度
の
遷
宮

と
い
う
伝
統
の
中
で
、
特
に
重
要
な
御

樋
代
木
奉
曳
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

伝
統
継
承
の
素
晴
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
学
生

と
い
う
立
場
で
こ
の
特
別
な
儀
式
に
携

わ
れ
た
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
経

験
で
す
。

　
参
加
す
る
前
は
国
家
的
行
事
と
の
認

識
で
し
た
が
、実
際
に
経
験
す
る
と
、地

元
の
方
々
の
奉
仕
の
精
神
に
よ
っ
て
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
神
宮
が
太
古
か
ら
の
輝
き
を

保
ち
続
け
て
い
る
所
以
は
、
地
域
の

方
々
の「
神
領
民
」と
し
て
の
誇
り
、自

覚
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
曳
く
中
で
、

私
自
身
、
悠
久
な
る
日
本
人
の
系
譜
に

連
な
る
一
人
で
あ
り
、
神
聖
な
仕
事
に

携
わ
る
奉
仕
者
と
し
て
の
喜
び
を
噛
み

し
め
ま
し
た
。

め
た
学
生
た
ち
は
重
責
を
果
た
し

た
喜
び
と
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ

て
い
た
。

█

津
市
で
の
奉
迎
送
行
事
に

█

学
生
約
１
３
０
名
が
参
加

　

同
日
、
津
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
御
樋
代
木
奉
迎
送
行
事
で
は
、

神
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
約

１
３
０
名
を
含
む
１
１
０
０
人
余

り
の
氏
子
ら
が
、
外
宮
へ
向
か
う

御
樋
代
木
を
三
重
縣
護
國
神
社
ま

で
奉
曳
し
た
。
伊
勢
宮
後
奉
曳
団

の
木
遣
り
唄
が
響
き
、「
エ
ン
ヤ
エ

ン
ヤ
」
の
掛
け
声
が
上
が
る
中
、

上
浜
町
か
ら
栄
町
ま
で
の
国
道
23

神
宮
は
時
代
や
地
域
を

超
え
た
特
別
な
存
在

河
野
美
羽（
神
道
学
専
攻
科
）

先
人
の
献
身
に
思
い
を
馳
せ
る

�

後
藤
悠
汰（
神
道
１
）

迫
力
あ
る
奉
祝
の
演
舞
に
魅
了

�

栢
　

涼

葉（
教
育
３
）

　
御
樋
代
木
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到

着
し
た
瞬
間
、
画
面
越
し
に
見
て
い
た

ご
神
木
が
目
の
前
に
あ
る
こ
と
に
思
わ

ず
声
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
深
く
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
神
職
の
方
の
車
が
先
導

し
て
道
を
清
め
る
様
子
も
印
象
深
く
、

神
事
の
継
承
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
綱
は
想
像
以
上
に
重
量
感
が
あ
り
、

最
初
は
力
が
必
要
で
し
た
が
、
動
き
始

め
る
と
御
樋
代
木
と
一
体
と
な
っ
て
歩

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。「
エ
ン
ヤ
」と
声

を
揃
え
る
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
、

　
20
年
に
一
度
の
貴
重
な
行
事
に
自
身

が
関
わ
れ
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
今
回
、
よ
さ
こ
い
に
よ

　
三
重
縣
護
國
神
社
に
て
御
用
材
の
警

備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
私
の
担
当
時
間

は
午
後
10
時
か
ら
午
前
０
時
、
午
前
４

時
か
ら
６
時
ま
で
の
計
４
時
間
で
す
。

特
に
夜
明
け
前
の
警
備
は
普
段
寝
て
い

る
時
間
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
大
変

で
し
た
。
し
か
し
、
昔
の
人
は
何
日
も

連
続
し
て
夜
警
を
務
め
て
い
た
と
考
え

る
と
、
そ
の
献
身
に
頭
が
下
が
る
思
い

で
し
た
。
ま
た
、
普
段
は
立
ち
入
り
が

許
さ
れ
て
い
な
い
御
用
材
の
近
く
ま
で

特
別
に
入
り
、
神
聖
な
材
を
間
近
で
見

ら
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
で

す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
友
人
や
将
来

の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
伝

統
継
承
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

号
線
約
９
０
０
メ
ー
ト
ル
を
ゆ
っ

く
り
と
進
ん
だ
。
沿
道
で
は
よ
さ

こ
い
部〝
雅
〟が
演
舞
を
披
露
し
、

行
事
を
盛
り
上
げ
た
。
御
樋
代
木

が
同
神
社
に
到
着
す
る
と
、
神
事

や
郷
土
芸
能
の
奉
納
に
よ
り
盛
大

な
奉
祝
が
行
わ
れ
た
。
ご
神
木
は

同
神
社
に
滞
泊
し
、
翌
10
日
、
無

事
外
宮
へ
と
安
置
さ
れ
た
。

緊
張
感
の
中
に
笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た

こ
と
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
雨
で
足
元
が
不
安
定
な
中
、
綱
が
地

面
に
付
か
な
い
よ
う
、
ま
た
、
腰
よ
り

下
に
下
が
ら
な
い
よ
う
気
を
張
り
ま
し

た
。
奉
曳
式
を
通
じ
、
神
宮
が
時
代
や

地
域
を
超
え
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
自
身
が
そ
の
空
間
に
一
体

化
で
き
た
こ
と
が
、
非
常
に
特
別
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

っ
て
行
事
を
盛
り
上
げ
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
、特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
踊
る
方
々
の
演
舞
で

す
。
激
し
い
雨
の
存
在
を
忘
れ
さ
せ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
迫
力
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
獅
子
舞
を
久
し
ぶ
り
に
見
た
こ
と

も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
本
学
な
ら

で
は
の
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
素
晴
ら

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

機
会
を
い
た
だ
け
る
な
ら
こ
の
特
別
な

伝
統
に
貢
献
し
た
い
で
す
。
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加
茂
氏
、中
村
氏
、富
永
氏
に
名
誉
教
授
の
称
号富永健氏

加茂正典氏

中村哲夫氏

◢ ◣

人事異動� 〔 〕内は旧職
◥ ◤

新任教職員紹介
　

❶出身・経歴 ❷趣味・特技 ❸座右の銘 ❹メッセージ
　
企画部調査役

信
し の

田
だ

 英
え い

二
じ

❶三重県◆京都産業大学経済学部卒
❷スポーツ　❸自由　❹遊び心を取り入れた
自由な考えで仕事ができればよいと思います。

◤学びはじめ心理学
芳賀康朗・栗野理恵子・�
髙沢佳司・中山真 共著�
Ａ５ 判　�
定価８９１円（本体価格 ８１０円）

大学での学びをスムーズに始めら
れるように、現代心理学の基本概念や専門用語を
主要テーマ別に整理した初学者向けの一冊です。
授業の予習と復習にも役立ちます。

◤素材から作るレシピ集
駒田聡子 著�
Ａ５ 判　�
定価 ３７４円（本体価格 ３４０円）

家庭にある調味料と素材（野菜・
果物、肉、魚、卵、牛乳・乳製品、大豆
製品、海藻等）を使い、幼児から高齢者まで作ること
ができるオリジナル料理とお菓子を紹介しています。

お問い合わせ先
皇學館大学出版部　TEL ０５９６-22-６３２０
ご注文の際は、出版部ホームページ 

（右記のコードからアクセスできます）から
お申込みください。
http://shuppan.kogakkan-u.ac.jp/

書 籍 の ご 案 内
令和 ６ 年度〜令和 ７ 年度に出版された書籍の
ご紹介です。

講演叢書 〜令和 ５ 年度 月例文化講座〜
年間テーマ  現代日本社会の諸相

定価 ５２４円（本体価格 ４７７円）❖Ｂ６ 判

第２０９輯
選挙の意義と仕組み�
　選挙をめぐる諸問題　�
� 富 永 　 健 著

第２１０輯
地域で輝く若者たち�　「ウツボで地産
地消プロジェクト」の事例から　�
� 藤 井 恭 子 著

第２１１輯 伝統文化教育の再建�
　大和魂の復興へ　� 岩 崎 正 彌 著

第２１２輯
アフターコロナの地域交通を考える�
〜共助型交通の可能性〜�
� 笠 原 正 嗣 著

第２１３輯
財産管理のサポート�
　日常生活自立支援事業と成年後見制度　�
� 鵜 沼 憲 晴 著

第２１４輯
日本の外交安全保障と中国、ロシア、北朝鮮�
　我が国の平和と独立を守り抜くために　�
� 村 上 政 俊 著

第２１５輯 政府の「骨太の方針」と地方の活性化�
� 新 田 　 均 著

　

加
茂
正
典
氏
は
昭
和
30
年
、
大
阪
府
生

ま
れ
。
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
文
化
史
学
専
攻
を
単
位
取

得
満
期
退
学
後
、
平
成
６
年
に
本
学
神
道

研
究
所
講
師
に
任
用
、
総
合
研
究
を
牽
引

さ
れ
た
。
平
成
25
年
に
文
学
部
神
道
学
科

に
異
動
。
学
部
・
専
攻
科
・
大
学
院
を
担

当
、
学
科
主
任
等
も
務
め
ら
れ
た
。
在
職

は
32
年
間
。

　

長
年
に
わ
た
り
神
道
史
、
日
本
文
化
史
、

特
に
大
嘗
祭
を
中
心
と
す
る
祭
祀
の
研
究

に
尽
力
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
『
日
本
古

代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』
を
著
し
、
平
成

13
年
、同
志
社
大
学
よ
り
博
士（
文
化
史
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
即
位

儀
礼
の
研
究
を
大
い
に
前
進
さ
せ
た
こ
と

は
氏
の
顕
著
な
業
績
で
あ
る
。
学
外
活
動

も
多
岐
に
わ
た
り
、神
道
史
学
会
委
員
、神

社
本
庁
教
学
委
員
等
の
要
職
を
務
め
る
な

ど
、
そ
の
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

中
村
哲
夫
氏
は
昭
和
30
年
、
愛
媛
県
に

生
ま
れ
た
。
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
を

卒
業
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
体
育
研
究
科

体
育
方
法
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
、
同

博
士
課
程
を
中
途
退
学
。
三
重
大
学
教
育

学
部
で
25
年
間
勤
務
し
た
後
、
平
成
20
年
、

本
学
に
教
授
と
し
て
任
用
。
計
17
年
間
在

職
し
、
そ
の
間
、
学
長
補
佐
、
教
育
学
部

長
、
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
室
長
・
部
会
長
と
し
て

も
本
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

専
門
は
体
育
学
で
あ
り
、
特
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
運
動
史
と
近
代
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

史
が
主
な
研
究
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
成
果
を
学
生
教
育
・
指
導
に
還
元
し
、

学
界
で
は「
体
育
学
研
究
」編
集
委
員
、東

北
ア
ジ
ア
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
学
会
理
事

等
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
三
重
県
や

伊
勢
市
の
教
育
に
関
わ
る
各
委
員
会
の
会

長
に
就
任
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
教
育

振
興
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

富
永
健
氏
は
昭
和
34
年
、
京
都
府
生
ま

れ
。
京
都
産
業
大
学
法
学
部
、
同
大
学
院

法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学

後
、
平
成
２
年
に
本
学
に
任
用
。
35
年
に

わ
た
っ
て
本
学
に
在
職
し
、
寮
監
、
現
代

日
本
社
会
学
部
で
は
、
学
科
主
任
、
学
部

長
等
を
歴
任
し
た
。

　

専
門
は
憲
法
学
。
単
著
に
『
日
本
憲
法

の
基
本
理
念
』『
憲
法
学
の
基
本
問
題
』
が

あ
り
、
憲
法
問
題
の
解
明
に
力
を
注
が
れ

て
き
た
。
各
学
会
で
理
事
を
務
め
、
憲
法

学
会
で
は
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
助
教
授
時
代
か
ら
伊
勢
市
の
情
報

公
開
制
度
に
関
わ
り
、
市
の
情
報
公
開
審

査
会
の
委
員
や
会
長
を
長
年
務
め
、
令
和

６
年
に
は
伊
勢
市
民
功
労
賞
の
表
彰
を
受

け
た
。
三
重
県
で
は
８
年
間
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
教
育
、
学
術
、

地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
上
げ

て
い
る
。

追
想

令
和
７
年
４
月
７
日
、本
学
現
代
日
本
社
会
学
部
の
笠
原
正
嗣
教
授
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
60
歳
。
笠
原
教
授
は
本
学
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、そ
の
偉
大
な
足
跡
を
称
え
、深
く
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
学
現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
笠
原

正
嗣
先
生
が
令
和
七
年
四
月
七
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
。
享
年
六
十
歳
だ
っ
た
。

年
末
か
ら
病
気
治
療
中
だ
っ
た
。
三
月

に
は
お
見
舞
い
に
行
き
談
笑
し
て
い
た

矢
先
の
訃
報
で
あ
っ
た
。

　

笠
原
先
生
は
平
成
九
年
四
月
に
本
学

に
就
任
さ
れ
、
平
成
十
年
四
月
に
社
会

福
祉
学
部
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
名
張

学
舎
で
勤
務
さ
れ
た
。
初
代
学
部
長
高

島
昌
二
先
生
、
第
二
代
学
部
長
櫻
井
治

男
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
学
部
を
共
に

支
え
て
き
た
仲
間
の
一
人
と
し
て
私
は

笠
原
先
生
に
絶
対
の
信
頼
を
置
い
て
き

た
。

　

ご
専
門
の
産
業
社
会
学
の
知
見
に
基

づ
い
て
、
笠
原
先
生
の
ご
発
案
で
平
成

十
八
年
か
ら
新
し
い
科
目
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
置
く
こ
と
に
し

た
。
今
で
こ
そ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

正
課
と
す
る
大
学
は
多
い
が
、
当
時
と

し
て
は
思
い
切
っ
た
産
官
学
連
携
事
業

で
あ
る
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
に
社
会
福
祉
学

部
を
改
組
し
た
現
代
日
本
社
会
学
部
が

開
設
さ
れ
、
学
舎
も
伊
勢
に
統
合
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
学
部
長
宮
川

泰
夫
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
、
新
し
い

体
制
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
は
産
業
社
会

実
習
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
こ
の
学

部
の
看
板
授
業
の
一
つ
に
な
っ
た
。
笠

原
ゼ
ミ
の
人
気
も
高
ま
っ
た
。

　

第
二
代
学
部
長
新
田
均
先
生
時
代
に

は
地
域
創
生
コ
ー
ス
の
責
任
者
と
し
て

学
部
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
。
第
三
代

学
部
長
富
永
建
先
生
時
代
の
二
年
間
は

学
科
主
任
と
し
て
重
責
を
果
た
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
第
四
代
学
部
長
と
し
て
手
腕

を
発
揮
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
ご

病
気
が
見
つ
か
り
、
辞
退
さ
れ
て
か
ら

の
闘
病
だ
っ
た
。

　

大
学
や
学
部
の
運
営
に
つ
い
て
熟
知

さ
れ
て
い
て
、
学
生
へ
は
真
摯
な
態
度

で
お
接
し
に
な
る
。
大
学
人
と
お
呼
び

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
方
が
現
役
教
員

の
ま
ま
逝
か
れ
て
し
ま
わ
れ
た
。
深
い

悲
し
み
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
笠
原
先
生

の
ご
遺
志
を
本
大
学
と
本
学
部
の
運
営

に
活
か
し
た
い
。

平
成
９
年
４
月
文
学
部 

講
師

平
成
10
年
４
月
社
会
福
祉
学
部 

講
師

平
成
14
年
４
月
社
会
福
祉
学
部 

助
教
授

平
成
15
年
４
月
社
会
福
祉
学
部 

地
域
福
祉
文
化
研
究
所 

所
員（
〜
平
成
23
年
３
月
）

平
成
19
年
４
月
社
会
福
祉
学
部 

准
教
授

平
成
23
年
４
月
現
代
日
本
社
会
学
部 

教
授

令
和
５
年
４
月
現
代
日
本
社
会
学
部 

現
代
日
本
社
会
学
科 

主
任（
〜
令
和
７
年
３
月
）

法　人
令和 ７ 年 ５ 月30日付

■ 退　任 ▶	 常務理事� 髙向　正秀
■ 就　任 ▶	 常務理事� 圓藤　恭久

大　学
令和 7 年 6 月30日付

■ 退　職 ▶	 事務局長� 森　　正樹
令和 7 年 7 月 1 日付

■ 採　用 ▶	 企画部調査役� 信田　英二
■ 出　向 ▶	 皇學館サービス株式会社事業部長�
� 信田　英二
■ 昇　格 ▶	 事務局長� 松野　高士
� 〔事務局次長〕

■ 配置換 ▶	 研究開発推進センター事務室事務長�
� 石橋　弘考
�〔企画部調査役・皇學館サービス株式会社事業部長（出向）〕

		  学生支援部教務担当主幹�玉田　　功�
� 〔総務部総務担当主幹〕

		  総務部総務担当主事� 大津　政紀�
� 〔学生支援部教務担当主事〕

		  総務部総務担当書記補� 伊藤　　遼�
� 〔学生支援部学生担当書記補〕

笠
原
正
嗣
先
生
を
悼
む�

現
代
日
本
社
会
学
部 

学
部
長

　
筒
井
琢
磨

笠
かさ

原
はら

正
まさ

嗣
し

教授

　
長
き
に
わ
た
り
本
学
の
教
育・研
究
の
発
展
に
寄
与
し
、
多
く
の
功
績
を
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
、

元
文
学
部
神
道
学
科
教
授
加
茂
正
典
氏
、
元
教
育
学
部
教
育
学
科
教
授
中
村
哲
夫
氏
、
元
現
代

日
本
社
会
学
部
現
代
日
本
社
会
学
科
教
授
富
永
健
氏
に
、
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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令和 ₇ 年度 皇學館おかげ
キャンパスプロジェクト
　 5月21日に令和 7年度「皇學館おかげキャ
ンパスプロジェクト」の審査が行われ、審議
の結果、 2件が継続して採択された。

熊野で「文学散歩」を実施
文学部国文学科

　文学部国文学科恒例の
フィールドワーク「文学
散歩」が 6月 1日に実施
され、「那智の滝と熊野の
神秘を訪ねて」をテーマ
に熊野に赴いた。
　澄み切った青空の下、
一行は花の窟神社や徐福
公園などを巡り、熊野に伝わる古来の歌と信
仰の世界に浸る一日となった。那智の滝は圧
巻で、花山法皇の歌「石走る滝にまがいて那
智の山　高嶺を見れば花の白雲」さながらの
雄大さに、多くの学生が感銘を受けていた。

◆初めて巨大な滝を目の前にして、言葉が出
ないほど圧倒されました。この体験を機に、
これまであまり縁のなかった自然の世界に
足を踏み入れたい意欲が芽生えました。行
ってよかったと心から思いました。
 山本珠緒（国文 2）

◆那智の滝は圧巻でした。昼食も新鮮なお魚
がおいしかったです。熊野古道センターで
は実際に触って体験したりヒノキがもらえ
たりしてすごく面白かったです。とても充
実した 1日になりました。
 羽川茜音（国文 2）

　

鈴
鹿
家
旧
蔵
史
資
料
を

特
別
公
開�

神
道
史
学
会
大
会

　
６
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
第
71
回（
令
和
７
年
度
）神
道
史
学
会
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
初
日
の
調
査
見
学
会
に
お
い
て
、
昨
年
新
た
に
本
学
に
収
蔵
さ
れ

た
鈴
鹿
家
の
貴
重
な
資
料
が
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
記
念
講
演
や
研
究
発
表
会
等
が

行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

神
道
史
学
会
大
会
初
日
の
調
査

見
学
会
で
は
、
久
邇
家
と
鈴
鹿
家

の
新
収
資
料
が
初
公
開
さ
れ
た
。

　

鈴
鹿
家
は
吉
田
神
社
の
旧
社
家

の
一
氏
。
大
嘗
会
を
は
じ
め
と
す

る
祭
祀
の
実
務
に
携
わ
り
、
吉
田

家
の
家
老
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
新
収
の
鈴
鹿
家
資
料
は
学

内
の
所
蔵
先
に
よ
り「
大
嘗
祭
関
係
文
書
」

（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
）、

「
鈴
鹿
家
日
記
・
文
書
」（
附
属
図
書
館
）に
分

類
さ
れ
る
。

　

見
学
会
で
は
光
格
天
皇
大
嘗
祭
に
際
し

て
丹
波
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
抜
穂
や
大
嘗

宮
の
神
饌
用
具
で
あ
る
枚
手
・
窪
手
、
貞

享
４
年
東
山
天
皇
大
嘗
祭
の
用
物
を
記
し

た
聞
書
き
な
ど
貴
重
な
史
資
料
が
特
別
公

開
さ
れ
た
。
参
加
者
た
ち
は
当
時
の
儀
礼

や
文
化
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
換
し
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
加

茂
正
典
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
「
式

年
造
替
と
大
嘗
祭
」
が
行
わ
れ
、
聴
衆
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

２
日
目
に
は
本
学
大
学
院
お
よ
び
國
學

院
大
學
大
学
院
生
を
中
心
に
若
手
研
究
者

た
ち
が
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、
大

変
有
意
義
な
大
会
と
な
っ
た
。

　

令和 ７ 年度科研費に ４ 研究が採択
　

新
規
採
択
率
が
３
割
を
切
る

国
内
最
大
規
模
の
競
争
的
資
金

制
度
・
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
通
称
「
科
研
費
」）
に
本
学
か
ら

４
つ
の
研
究
が
採
択
さ
れ
た
。

　

科
研
費
は
研
究
者
の
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
「
基
礎
研
究
か

ら
応
用
研
究
ま
で
の
多
様
な
学

術
研
究
」を
支
援
す
る
制
度
。人

文
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
、

学
際
・
複
合
領
域
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
の
学
術
分
野
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
研
究
が
対
象
だ
。
審

査
は
公
平
性
と
透
明
性
が
重
視

さ
れ
、
専
門
分
野
の
近
い
複
数

の
研
究
者
に
よ
る
ピ
ア
・
レ
ビ

ュ
ー
方
式
（
査
読
制
度
）
を
採
用
。

研
究
計
画
の
学
術
的
価
値
、
独

創
性
、
実
現
可
能
性
な
ど
多
角

的
に
評
価
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
研
究
機
関
に
採
用
さ

れ
た
ば
か
り
の
研
究
者
や
産
前

産
後
の
休
暇
・
育
児
休
業
等
か

ら
復
帰
し
た
研
究
者
が
研
究
活

動
を
円
滑
に
始
め
ら
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
研
究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援
」に
、昨
年
度
、１

件
が
採
択
さ
れ
た
。

戦
後
八
十
年

館
友
戦
歿
者
慰
霊
祭
を
斎
行

　

６
月
25
日
、
本
学
記
念
講
堂
に
お
い

て「
戦
後
八
十
年
館
友
戦
歿
者
慰
霊
祭
」

が
執
り
行
わ
れ
た
。戦
時
中
、神
宮
皇
學

館
大
學
か
ら
は
１
５
１
名
が
学
徒
出
陣
。

う
ち
、
23
名
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

祭
典
で
は
彼
ら
を
含
む
卒
業
生
お
よ
び

教
職
員
戦
歿
者
計
１
９
３
柱
の
御
霊
を

慰
め
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
遺
族
代
表
の
椿
大
神
社

宮
司 

山
本
行
恭
氏
、皇
學
館
館
友
会
会

長
・
熱
田
神
宮
宮
司 

千
秋
季
賴
氏
の
代

理
と
し
て
同
副
会
長
で
住
吉
大
社
権
宮

司
の
加
藤
司
郎
氏
を
は
じ
め
、
来
賓
の

方
々
や
学
内
関
係
者
が
参
列
。
祭
典
に

続
い
て
靖
國
神
社
宮
司
の
大
塚
海
夫
氏

が
「
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
年
を
迎
え

て　

今
、
若
者
に
伝
え
た
い
平
和
に
つ

い
て　

」と
題
し
、講
演
を
行
っ
た
。
靖

國
神
社
は
、御
霊
へ
の
感
謝
を
伝
え
、平

和
を
祈
る
場
所
で
あ
る
と
共
に
、
風
化

し
て
い
く
戦
争
の「
記
憶
の
継
承
」を
担

っ
て
い
る
。自
然
や
祖
先
を
敬
う「
自
然

道
」
で
あ
る
神
道
に
は
、
平
和
を
尊
ぶ

信
仰
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
組
み
込
ま
れ

て
い
る
が
、「
平
和
」
を
維
持
す
る
た
め

に
時
に
命
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。「
平

和
」に
つ
い
て
学
び
・
迷
い
・
考
え
続
け

る
こ
と
が
神
職
の
使
命
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
学
生
た
ち
に
熱
く
語
り
か
け
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
齋
藤
平
学
長
は
、「
英

霊
に
ま
こ
と
を
捧
げ
、
平
和
を
維
持
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
自
分
事
と
し
て
捉

え
、考
え
、行
動
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と

力
説
し
た
。

令和 ₆ 年度は
₁ 件の受託研究を実施
　受託研究とは学外諸団体等から研究・調査
等の委託を受け研究を行い、その成果を委託
先に報告するものである。令和 6年度は 1町
から 1件の研究委託を受けた。地域のシンク
タンクとしての機能を一層高め、産官学の連
携強化、研究を通じ社会貢献を図っていく。

玉城町明るい未来づくりに関する調査研究業務
研究担当者◦池山　敦（教育開発センター 准教授）
契約相手先◦玉城町
受 託 期 間◦令和6年5月30日〜令和7年３月14日

みえのお米とお茶ええやんプロジェクト
令和 7年 ６月１日〜令和 8年 １月31日
担当教員◦駒田聡子（教育学科 教授）

三重ブランドである伊勢茶と三重県が開発したブラ
ンド米「結びの神」を広く県民に知ってもらい、茶葉か
ら淹れるお茶の良さ・利点や、冷めてもおいしい「結
びの神」の良さを理解していただき、消費拡大の一翼
を担う。今年度は前年度協力が得られた団体と活動
内容を精査し、より効果的な広報を検討する。

お茶の木プロジェクト
令和 7年 ６月１日〜令和 8年 １月31日
担当教員◦藤井恭子（現代日本社会学科 教授）

皇學館内で学生・生徒と共にお茶の木を育てることを
通して、学生・生徒への教育効果、郷土愛の醸成や地
域活性化、茶農家の若い担い手育成、お茶の魅力発
信、お茶の促進などの地域貢献、皇學館全体の活性
化をめざす。高大共同プロジェクトであり、栽培した
茶は将来的に商品化する予定。

歴史的価値の高い資料の公開に、研究者や関係
者から熱い視線が注がれた

寛政 ８ 年（１７９６）の新嘗祭における、
小忌を卜定する日時を勘申したもの

「天明七年九月大嘗会抜穂」（主基）

慰霊祭は戦後50年にあたる平成 ７ 年以降、10年ごとに斎行
されている。祭典では神道学科 中山郁教授が斎主を務めた

平和の尊さを訴える大塚氏

令和 7年度 科研費新規採択課題一覧
課題番号 研究代表者
研究種目	 	 研究期間

１
初級英語学習者の英語の「話すこと［やり取り］」
の評価に適したテスト形式� （課題番号：25Ｋ０４３５５）

文学部准教授
川 村 一 代

基盤研究（Ｃ）	 	 令和 ７年度〜令和 ９年度

２
教員の危機管理能力の向上を実現する
教育プログラムの開発� （課題番号：25Ｋ０６５０３）

教育学部准教授
小 川 真由子

基盤研究（Ｃ）	 	 令和 ７年度〜令和10年度

３
徳冨蘆花作品のメディアミックスにおける
軍人表象の史的変遷� （課題番号：25Ｋ１６１８２）

文学部助教
平 石 　岳

若手研究	 	 令和 ７年度〜令和 ９年度

４ 中国道教史� （課題番号：25HP５００９）
文学部教授
松 下 道 信

研究成果公開促進費（学術図書）	 令和 ７年度

昨
年
度
採
択

東京23区の居住地域構造における学生居住地
の縮小プロセスの解明� （課題番号：24Ｋ２２５６０）

文学部助教
栗 林 　梓

研究活動スタート支援	 令和 ６年度〜令和 ７年度

那智の滝

花の窟神社 徐福公園

祭
詞
全
文
は
こ
ち
ら
▼

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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小樽運河

納沙布岬

北方四島交流センター

ノーザンホースパーク

　甲子園出場をかけた第 107
回全国高校野球選手権三重大
会が開幕し、 7月 5日、県内
4球場で熱戦が繰り広げられ
た。本校野球部はダイムスタ
ジアム伊勢で強豪の宇治山田
商業高校と対戦した。
　この日は暑さ指数が基準を
超えたことから、25分遅れの
午後 3時55分に試合開始。厳
しい暑さの中、選手たちは最
後まで粘り強く戦ったが、相
手投手の見事なピッチングと
鉄壁の守備を前に得点のチャ
ンスを作り出すことができず、
0対10で 5 回コールド負けを喫した。初戦突破は叶わなか
ったが、この悔しさをバネに、さらなる奮起を期待したい。

　 7月15日と16日の 2日間、 1学期クラスマッチが開催さ
れた。
　体育館では体育種目である
（ビーチ）バレーとボッチャが実
施された。文化種目は瞬時の判
断力とチームワークが試される
アクション＆クイズ、そして創
造性とバランス感覚が鍵となる
新聞タワーが行われた。文化種目は校友会が考案し、今回
初めて取り入れられた種目ということもあり、非常に盛り

上がった。これらの競技を通じてクラ
スの絆を深めるとともに、日頃の練習
の成果を存分に発揮する機会となった。
結果は左記の通り。

２年生 北海道修学旅行フォトレポート
〜笑顔と学びの ３ 泊 ４ 日〜

仲間との絆、科学への知見を深める
全校生徒が名古屋市科学館へ遠足

尾鷲・熊野の自然や産業を体感
１ 年生・宿泊研修

健闘むなしく初戦敗退
皇學館高等学校 野球部

新種目で盛り上がる
クラスマッチ

２ 年生が北海道への修学旅行を実施した。先発組は ６ 月 ７ 日〜10日、後発組は同月 ８ 日
〜11日。 ４ 日間の日程では北方領土問題について深く学んだほか、雄大な自然を満喫

し、友情を深めた生徒たち。最終日には北海道神宮にて正式参拝を行った。忘れられない貴
重な経験を写真で紹介します。

６ 月13日、名古屋市科学館への遠足を全学年で実
施した。午前中はグループごとに「生命館」「理

工館」「天文館」の名を冠した多種多様な施設やラボを
訪れ、自然界の事象・現象について実践的に学べた。特
に、実験装置や体験コーナーが用意されたブースでは、
実際に自身の手で自然の理に触れ、既存の知識との関
連を見出だすとともに、新しい発見の数々に大いに満
足している様子だった。
　午後からは世界最大級のプラネタリウムドームが織
り成す、限りなく本物に近い星空を鑑賞した。専門学
芸員による生解説のもと、さまざまな天文現象や最新
研究データが可視化され、生徒たちは心ゆくまで「天体観測」を楽しんでいた。
　グループ行動を通して今まで以上に生徒間の絆が深まったことに加え、楽しみな
がら知見を深めることができ、充実した一日となった。

５ 月29日、30日と １ 泊 ２ 日の日
程で １ 年生が尾鷲・熊野への

宿泊研修を実施した。
　三重県の地場産業研究を目的とし
た本研修。世界遺産である花の窟神
社での正式参拝から始まり、農業学
習・トマト収穫体験や林業学習・丸
太切り体験、水産業学習・養殖ブリ
加工工場見学を行った。仲間と協力
し、声を掛け合いながら尾鷲・熊野
の自然や産業について体感する有意
義な研修となった。

中
学
校

高
等
学
校

小樽での自由行動では小樽運河周辺を散策。きれい
な街並みやガラス細工を楽しみました。お土産もたくさ
ん買えました!

納沙布岬では天候に恵まれ、歯舞群島の一部を見る
ことができて良かったです。今後も北方領土の問題に
目を向けていきたいと思いました。

納
沙
布
岬
か
ら
北
方
領
土
の
島
々
が
は
っ

き
り
と
見
え
ま
し
た
。
目
で
見
え
る
距
離

な
の
に
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
現
実
を
聞
い
て
、北
方
領
土
の
複
雑

な
問
題
を
痛
感
し
ま
し
た
。

北方領土の講話で、実際に色丹島に住んでいた方
から島での暮らしや開拓の歴史をお話しいただき、とて
も良い経験になりました。

熊野古道センターでさんま寿司作り

天文館の前にて

科学的な気付きを促す展示

熊野市トマト農園で収穫体験

●印象に残った展示物は、「生命館」にあったコ
リントゲームです。地球に関することが学べ、
とても面白かったです。行動を共にした班員
たちも夢中で没頭していました。今度は家族
とまた行きたいと思います。
� （ ３年Ａ組　桐生貫旦）

●音や生命、地球のことなど色々学べました。特
に ２階の「不思議ひろば」が面白く、すごく
興味を持ちました。プラネタリウムも大迫力

でした。本当に夜の世界にいるような感覚で、
星空もとても綺麗でワクワクしました。

� （ ２年Ａ組　中西奏心）

●プラネタリウムではブラックホールの構造が
可視化され、解説も分かりやすかったです。生
命のエリアは科学の不思議について知るだけ
でなく、身体を使ってゲームができるブース
もあり、とても楽しかったです。

� （ １年Ａ組　酒井竣平）

生徒感想（抜粋）
●農業体験でトマトの収穫方法を教えていただきました。試食したトマト
は甘くておいしかったです。林業体験での丸太切りはとても力を使うこ
とが分かり、貴重な体験でした。熊野古道センターの展示は興味を引く
ものばかりで、熊野市の文化や歴史について知ることができました。こ
の ２日間でさまざまなことを体験し、今まで知らなかったことをたくさ
ん学習することができました。この経験を今後に生かしたいです。

●私は集団行動を意識して、みんなで声を掛け合って行動するよう気をつ
けました。ホテルでは部屋長の仕事もやり切ることができました。今ま
であまり関わっていなかった子とも仲良くなり、楽しい思い出を作るこ
とができて、互いのことをよく知ることができました。

先発 ６/７～６/10
後発 ６/８～６/11

北海道の自然の美しさが身に染みて分かった ４ 日間。
ガイドさんの丁寧な説明のおかげで、自分の世界が広
がりました。

猛暑の中、強豪山商相手に戦う
選手たち

北海道神宮
にて行われた
正式参拝

優 勝 ３ 年 ７ 組
２ 位 ２ 年 ６ 組

３ 位 ２ 年 １ 組
１ 年 ８ 組

白熱した戦いとなった（ビーチ）バレー（左）。新種目のアクション&クイズで
ポーズをとる生徒（右）
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学校法人皇學館は三重県総合博物館（MieMu）と協力し、
大学・高校・中学校での教育の一端を、楽しみながら学ぶ
コーポレーション・デーを開催します。

バッハ 前奏曲とフーガ
……………………………………………
バーンズ 詩的間奏曲
……………………………………………
ヒンデミット 交響曲「画家マティス」
……………………………………………
スミス ルイ・ブルジョアの讃美歌

による変奏曲
……………………………………………
吹奏楽舞踊 構成 ～花柳琴臣～
……………………………………………
皇學館ＰＯＰＳ

①10：15～11：15
幼虫を使って観察・実験
対象：小学生、中学生

10：00～15：00
大学、高校、中学校相談ブース
お気軽にご相談ください

12：00～13：00
好きな植物でジャングル作り
対象：小学生、中学生

10：00～15：30
クイズに答えて景品GET！

（数に限りがあります）

10：00～15：00
装束を身に着け神職体験
対象：小学生～

制作

50名

11：00～15：30
バルーン・折紙を作ろう
対象：幼児～

①10：00～12：00
オリジナルの提灯を
作ってみよう 対象：小学生～

10：00～15：00
モルック、ボッチャ
などを体験

�階 実習室 ３階２階 交流活動室

２階 交流展示室

�階 レクチャールーム

②14：00～15：00
幼虫を使って観察・実験
対象：小学生、中学生

12：30～13：30
アクロバティックに飛ぶ飛行機
を作ろう 対象：小学生

10：00～15：30

相談

学び体験プログラムの
参加には、整理券が必
要です。
当日�：��より２Fエ
ントランスホールにて
配布します。【先着順】無　料

皇 學 館 大 学 ・ 高 等 学 校 ・ 中 学 校 合 同 開 催

オフィシャルサイト

台風等の影響により、中止する
可能性がございます。詳細等は、
ホームページにてご確認ください。

皇學館高等学校吹奏楽部
第18回定期演奏会

お問い合わせ 皇學館高等学校
TEL0596-22-0205　https://www.kogakkan-h.jp

入場料 1,000円【全席指定】
※未就学児の方で座席を使用される場合も入場券

が必要です。

チケットの販売は８月中旬に
高校HPにてお知らせします。

チケット販売所⸻Ā⸻Ā⸻Ā⸻Ā⸻Ā⸻Ā⸻Ā
●村井楽器　松阪店 TEL0598-21-1030
　　　　　　伊勢店 TEL0596-22-1238
●三重県総合文化センター
　チケットカウンター TEL059-233-1122
●第一楽器 四日市店 MYRTE TEL059-353-7361
●皇學館高等学校 学校事務室

14：00［開場］／15：00［開演］～17：45（終演予定）

◐███████◑会 場
三重県文化会館
大ホール

津市一身田上津部田1234

◐███████◑会 場
三重県総合博物館

MieMu
津市一身田上津部田3060

9.15●月●祝
学び体験プログラム＆進学相談会

②14：00～15：30
オリジナルの提灯を
作ってみよう 対象：小学生～

親子教室
「提灯を作ろう」

親子教室
「提灯を作ろう」

整理券必要実験

40名

ゲーム

整理券必要

整理券必要

制作

40名

整理券必要 整理券不要

整理券不要

制作

40名

整理券必要

実験

40名

整理券必要体験整理券必要 制作

50名

整理券必要 体験

100名

整理券必要

色紙を使ってスーパー
紙飛行機を作ろう

昆虫の中にいる
ハチって知ってる？

ペットボトル
ジャングルを作ろう

昆虫の中にいる
ハチって知ってる？なりきり神職体験

インクルーシブ
スポーツを体験しよう

バルーン・折紙体験

進学相談会

クイズラリー
（基本展示内無料）

学校法人皇學館 皇學館大学　皇學館高等学校　皇學館中学校　TEL0596-22-0201（代表)

　https://www.kogakkan-u.ac.jp

曲目

イベントに関するお問い合わせ　
皇學館大学企画部広報担当
TEL0596-22-8600

MieMu基本展示無料

OPB 済み

令和6年度 収支決算報告
　学校法人皇學館の令和 6年度決算は、令和 7年 5月23日開催の理事会で承認されましたので、ここにその内容を報告致します。
　なお、公式ホームページ（https://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要～情報の公表「経営及び財務等に関する情報＝事
業報告＝令和 6年度」にて、法人設置の教育研究機関・学校法人の組織機構・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路
状況及び法人の事業報告書を、「経営及び財務等に関する情報＝財務情報」には財産目録、財務の概要等を公表してお
りますので併せてご覧ください。令和 6年度収支決算書は、以下のとおりです。

┤₁資金収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計でいえばキャッシュフロー計算書に相当するもので、当該会
計年度の諸活動に対応する全ての収入及び支出の内容並びに、当該会計年度における支
払資金（現金預金）の収入及び支出のてん末を明らかにしています。
　令和 6年度における資金収支計算書の収入の部合計及び支出の部合計は71億 9 千 3 百
万円で、翌年度に繰り越す現金・預金（翌年度繰越支払資金）は、21億 7 百万円となりました。

┤₂事業活動収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計でいえば損益計算書に相当するもので、学園の経営状況を表
し、当該会計年度の活動に対応する事業活動収入及び事業活動支出の内容及び基本金組
入後の均衡の状態を明らかにするものです。
　事業活動収支を「教育活動収支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分し、収支を経常
的なものと臨時的なものに分け、更に経常的な収支を教育活動と教育活動外に分けて把
握することができます。令和 6年度の「基本金組入前当年度収支差額」は73百万円の黒
字となりました。

┤₃貸借対照表 ├
　この計算書は、当該会計年度末における資産及び負債、
純資産の内容及び在り高を明示し、学園の財政状態を明
らかにすることを目的としています。
　固定資産については、「有形固定資産」「特定資産」「その
他の固定資産」の 3つの中科目を設けて表記しています。
　令和 6 年度においては、資産は増加し負債は減少しま
した。結果、純資産は73百万円の増加となりました。

貸借対照表
令和 7年 ３月３１日� 単位：千円

資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 17,９２６,９９９ 17,９４５,０６６ △18,０６７
　有形固定資産 10,５２０,５２６ 10,５４８,２１０ △27,６８３
　　土地 ５５１,３４６ ５５１,３４６ ０

　　建物 ６,５６０,１２２ ６,８３３,２８２ △２７３,１６０

　　構築物 ４０９,２６６ ４３８,０８３ △28,８１７

　　教育研究用機器備品 ６３７,２９７ ５７１,４４８ 65,８４８

　　管理用機器備品 31,５１７ 37,４１４ △５,８９７

　　図書 ２,０９９,１７４ ２,０７２,７８５ 26,３８９

　　車両 39,５７７ 43,８４９ △４,２７１

　　建設仮勘定 １９２,２２５ ０ １９２,２２５

　特定資産 ７,２７７,４６１ ７,２６７,４１９ 10,０４１
　　第 ３号基本金引当特定資産 １６２,０４０ １６２,０４０ ０

　　退職給与引当特定資産 １,２３３,３６５ １,２３３,３６５ ０

　　施設維持引当特定資産 ３,１３６,６７４ ３,３２８,６７４ △１９２,０００

　　学園財政調整引当特定資産 ２,１９７,３１３ １,９９７,３１３ ２００,０００

　　学生寮施設維持引当特定資産 17,４１９ 14,１６０ ３,２５８

　　教学振興基金引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０

　　篠田学術振興基金引当特定資産 73,５９１ 71,４４６ ２,１４４

　　津田学術振興基金引当特定資産 ２９７,８７７ ２９９,７５９ △１,８８１

　　奨学金引当特定資産 ９,１７９ 10,６６０ △１,４８０

　その他の固定資産 １２９,０１１ １２９,４３６ △４２５
　　電話加入権 ３,９５９ ３,９５９ ０

　　有価証券 １０９,５９６ １０９,５９６ ０

　　差入保証金 ５,０１６ ５,０１６ ０

　　預託金 10,０００ 10,０００ ０

　　長期貸付金 ４４０ ８６５ △４２５

流動資産 ２,６３４,７０８ ２,５６５,７４６ 68,９６１
　　現金預金 ２,１０７,７５３ ２,１４５,５３４ △37,７８０

　　補助活動支払資金 １６４,７３３ １７３,８１３ △９,０８０

　　研修旅行費等預り資産 91,４９１ 99,３０６ △７,８１４

　　未収入金 ２３３,２０９ １２０,０２１ １１３,１８８

　　販売用品 ３,１９０ ５,２７３ △２,０８２

　　短期貸付金 ４２５ ７１８ △２９３

　　前払金 33,９０５ 21,０７９ 12,８２５

資産の部合計 20,５６１,７０８ 20,５１０,８１３ 50,８９４

負債の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 １,０２８,１５２ １,０１８,６０８ ９,５４３
　　退職給与引当金 １,０２８,１５２ １,０１８,６０８ ９,５４３

流動負債 ８２３,２７０ ８５５,１６５ △31,８９５
　　未払金 75,１４９ １０５,６９１ △30,５４１

　　前受金 ５８１,８５５ ５８３,２０１ △１,３４５

　　預り金 １６６,２６４ １６６,２７２ △７

負債の部合計 １,８５１,４２２ １,８７３,７７４ △22,３５１

純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

基本金 21,７６３,７９８ 21,４０７,９６５ ３５５,８３２
　　第 １号基本金 21,２７１,７５８ 20,９１５,９２５ ３５５,８３２

　　第 ３号基本金 １６２,０４０ １６２,０４０ ０

　　第 ４号基本金 ３３０,０００ ３３０,０００ ０

繰越収支差額 △３,０５３,５１３ △２,７７０,９２６ △２８２,５８６
　　翌年度繰越収支差額 △３,０５３,５１３ △２,７７０,９２６ △２８２,５８６

純資産の部合計 18,７１０,２８５ 18,６３７,０３９ 73,２４５
負債及び純資産の部合計 20,５６１,７０８ 20,５１０,８１３ 50,８９４

事業活動収支計算書（法人全体）
令和 6年 ４月 １日〜令和 7年 ３月３１日� 単位：千円

収入の部
科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 ３,５３９,２５９ ３,５４７,５９５ △８,３３６

手数料収入 62,４６９ 53,７５４ ８,７１４

寄付金収入 76,１２７ １０４,９１２ △28,７８５

補助金収入 ８４０,６７７ ８４８,５５５ △７,８７８

資産売却収入 ０ 22 △22

付随事業・収益事業収入 14,７５０ ８,８２６ ５,９２３

受取利息・配当金収入 18,０６６ 20,５３４ △２,４６８

雑収入 ３４９,２４２ ３４０,１９９ ９,０４２

借入金等収入 ０ ０ ０

前受金収入 ６２８,７０５ ５８１,８５５ 46,８４９

その他の収入 ３４５,５４６ ３５８,５９１ △13,０４４

資金収入調整勘定 △７８２,３８４ △８１６,４１０ 34,０２６

当年度資金収入合計� ① ５,０９２,４５８ ５,０４８,４３８ 44,０１９

前年度繰越支払資金 ２,１４５,５３４ ２,１４５,５３４

収入の部合計 ７,２３７,９９２ ７,１９３,９７２ 44,０１９

支出の部
科目 予算 決算 差異

人件費支出 ２,８２５,３０９ ２,７４１,６１０ 83,６９８

教育研究経費支出 １,１０５,４４３ １,１３０,０１１ △24,５６８

管理経費支出 ４００,１２１ ４２３,７２２ △23,６０１

借入金等利息支出 ０ ０ ０

借入金等返済支出 ０ ０ ０

施設関係支出 ２６８,４４５ ２６７,３０２ １,１４２

設備関係支出 ２７０,３５４ ２４９,１９９ 21,１５４

資産運用支出 ２２９,４６４ ２３０,８９８ △１,４３４

その他の支出 １２６,３５０ １３９,７０４ △13,３５４

［予備費］
（０）

20,０００ 20,０００

資金支出調整勘定 △92,０７９ △96,２２９ ４,１４９

当年度資金支出合計� ② ５,１５３,４０７ ５,０８６,２１９ 67,１８８

翌年度繰越支払資金 ２,０８４,５８５ ２,１０７,７５３ △23,１６８

支出の部合計 ７,２３７,９９２ ７,１９３,９７２ 44,０１９

当年度資金収支差額�①−② △60,９４９ △37,７８１ △23,１６８

資金収支計算書の決算額を ３ つの活動区分ごとに区分し、活動ごとの資金の
流れを明らかにする活動区分資金収支計算書の「教育活動資金収支差額」は、
４２０,７６１千円の黒字となりました。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金 ３,５３９,２５９ ３,５４７,５９５ △８,３３６

手数料 62,４６９ 53,７５４ ８,７１４

寄付金 49,８７７ 76,９９４ △27,１１７

経常費等補助金 ８０７,８０９ ８１８,５３２ △10,７２３

付随事業収入 14,７５０ ８,８２６ ５,９２３

雑収入 ３５０,８４０ ３４２,６８５ ８,１５４

教育活動収入計 ４,８２５,００４ ４,８４８,３８９ △23,３８５

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異

人件費 ２,８３６,７５５ ２,７５２,９７４ 83,７８０
（退職給与引当金繰入額） （94,５３１） （94,０６３） （４６７）

教育研究経費 １,５９１,５１０ １,６３１,９２７ △40,４１７
（減価償却額） （４８６,０６７）（５００,７４１）（△14,６７４）

管理経費 ４２６,０５４ ４５６,４３６ △30,３８２
（減価償却額） （25,９３３） （30,６３１） （△４,６９８）

徴収不能額等 ０ ０ ０

教育活動支出計 ４,８５４,３１９ ４,８４１,３３８ 12,９８０

教育活動収支差額 △29,３１５ ７,０５０ △36,３６５

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異

受取利息・配当金 18,０６６ 20,５３４ △２,４６８

その他の教育活動外収入 ０ ０ ０

教育活動外収入計 18,０６６ 20,５３４ △２,４６８
支
出
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異

借入金等利息 ０ ０ ０

その他の教育活動外支出 ０ ０ ０

教育活動外支出計 ０ ０ ０

教育活動外収支差額 18,０６６ 20,５３４ △２,４６８

経常収支差額 △11,２４９ 27,５８５ △38,８３４

特
別
収
支

収
入
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異

資産売却差額 ０ ０ ０

その他の特別収入 66,３１８ 74,８１０ △８,４９２

特別収入計 66,３１８ 74,８１０ △８,４９２
支
出
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異

資産処分差額 29,１９４ 29,１５０ 44

その他の特別支出 ０ ０ ０

特別支出計 29,１９４ 29,１５０ 44

特別収支差額 37,１２３ 45,６６０ △８,５３７

［予備費］ （０）
20,０００ 20,０００

基本金組入前当年度収支差額 ５,８７４ 73,２４５ △67,３７１

基本金組入額合計 △３６１,７５１ △３５５,８３２ △５,９１８

当年度収支差額 △３５５,８７７ △２８２,５８６ △73,２９０

前年度繰越収支差額 △２,７７０,９２６ △２,７７０,９２６ ０

基本金取崩額 ０ ０ ０

翌年度繰越収支差額 △３,１２６,８０３ △３,０５３,５１３ △73,２９０
【参考】

事業活動収入計 ４,９０９,３８８ ４,９４３,７３５ △34,３４７

事業活動支出計（予備費含む） ４,９０３,５１３ ４,８７０,４８９ 33,０２４

◢

【注1】記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。　
【注2】貸借対照表の注記は省略しています。

教育研究活動に関する寄付金
（教学振興会、協議員、熱田神宮、皇
學館サービス、萼の会、高等学校後
援会他）となります。

教育活動に関する経常費等補
助金となります。

 

減価償却額の教育研究経費及
び管理経費の合計は、５ 億 ３ 千
１ 百万円となりました。

教育活動収支差額は、７ 百万円
の黒字となりました。

教育活動収支差額及び教育活
動外収支差額を合わせた経常収
支差額は ２ 千 ７ 百万円の黒字と
なりました。

施設設備に関する寄付金（萼の
会、高等学校後援会からの寄付金）
と施設設備に対する補助金、機
器備品や図書等の現物寄付とな
ります。

建物、構築物、機器備品、図書の
資産処分額となります。

教育活動収支差額及び教育活
動外収支差額、特別収支差額を
合わせた基本金組入前当年度
収支差額は ７ 千 ３ 百万円の黒
字となりました。

基本金組入前当年度収支差額
から基本金組入額合計を差引い
た当年度収支差額はマイナス ２
億 ８ 千 ２ 百万円となりました。

学生生徒数３,６０７名分の学納金
等の納付金となります。

【内訳】（Ｒ６.５.１現在）
　　　大学（院専含）�２,６０５名
　　　高中� １,００２名
※前年度の学生生徒数は、�

３,７７７名でした。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、協議員、熱田神宮、皇學館
サービス株式会社、萼の会、中学
校・高等学校後援会他からいた
だいた寄付金となります。
萼の会からは、学生のクラブ支援
への車両購入に対する寄付金を
いただきました。

国や地方公共団体からの補助金
となります。
大学部門では、例年の経常費補
助金に加え、国の「修学支援新
制度」実施による支援金は １ 億
８ 千 ７ 百万円となりました。また、

「研究設備整備費補助金」によ
り古書『鈴鹿家文書』を購入しま
した。
高等学校部門では、私立高等学
校施設高機能化補助金により第
３ 体育館空調設備工事を実施し、
ICT教育設備整備費推進事業
費補助金により情報教室パソコ
ン等を更改しました。
高等学校・中学校部門において
は前年度に引続き「私学物価高
騰対策支援補助金」を計上して
います。

令和 ６ 年度に実施した入試の令
和 ７ 年度入学予定者から徴収し
た入学金を含む納付金で、入学
手続者数は大学・高等学校・中
学校を合わせて１,４４６名となります。

本務教員１５９名、本務職員１１１名、
兼務職員17名他の人件費支出
となります。

教育研究諸活動や管理運営に
必要な消耗品費、奨学費、光熱
水費、旅費交通費、施設修繕費

（大学合宿所の改修工事・大学消火
栓ホース取替・弓道場安土補修工
事・高等学校トイレ解体撤去・産廃処
理・体育館消火栓配管盛替え工事
等）、保守管理費、報酬委託料他
の支出となります。

大学部門では、記念館軒樋設置
と大学 ２ 号館学生相談室他改
修、高等学校部門では、１ 号・２
号校舎のトイレ改修工事、第 ３
体育館他空調設備の更新と管
理棟前のアスファルト舗装工事
等の支出となります。

大学部門では、情報教室４２１.５２２.�
５２３の機器更改、UNIFASサーバ
の更改、図書館集密書庫除湿器
の設置等の支出、高等学校部門
では、PC教室生徒用パソコン他
機器更改、電子黒板付超短焦点
プロジェクターの更新、１ 年教室
他タブレット端末収納ロッカーの
整備等の支出となります。

資金収支計算書（法人全体）
令和 6年 ４月 １日〜令和 7年 ３月３１日� 単位：千円

詳しくはこちら

▲
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岡島選手が
三段跳で日本選手権
に初出場

挑戦の夏が始まる! 全国大会出場者紹介
　厳しい練習や努力を重ね、全国大会への切符を掴んだ皇學館高等学校の選手たち。本

企画では大会に出場する選手たちの目標や意気込みを紹介します。全国という大舞台で

どのような輝きを見せてくれるのか、彼らの熱い夏を一緒に応援しましょう!

【男子】前列左から、水流暖翔（１ 年）、清水貴耀
（３年）、松本准（３年）、田中優羽（３年）
後列左から、秋山翔（ １ 年）、森積喜（ ２ 年）、山下
晃輝（２年）、佐藤敬仁（２年）

目標はベスト ₈ 入り 松 本 　准（団体・個人）

　これまで積み重ねてきた練習の成果をすべて出し切り、「ベスト
8入り」を目標に、一戦一戦を全力で戦います。ここまで支えて
くださった監督・コーチ、家族や仲間たちに心から感謝していま
す。応援してくださる方々への感謝の気持ちを胸に、最後まで諦
めずに自分たちらしいプレーを貫きたいです。 3年生はこの全国
の舞台が最後なので悔いの残らないよう一本一本力を出し切って、
勝ち切れるよう頑張ります。

【女子】前列左から、米澤萌衣（２ 年）、谷田楓華
（１年）、奥村紗羽（２年）、成岡杷音（２年）
後列左から、稲吉礼有（３年）、世古口来海（３年）、
大石乃愛（２年）、藤井栞（２年）

左から、西村選手、岡島選手、上田選手、向原�
選手

全力を出し切り、楽しむ 稲 吉 礼 有（団体・個人）

　団体戦は 8年連続12回目の出場となります。昨年度よりも良い
結果を出せるように、自分たちの力を出し切って最後まで諦めず
に頑張ります。私たちがここまで成長することができたのは、顧
問の先生やコーチ、保護者の方々の支えがあってこそだと思いま
す。周りの方々への感謝の気持ちを、最高のパフォーマンスと勝
利に変えて恩返ししたいです。悔いが残らないように全力を出し
切り、思いきり楽しみます。 1・2年生は次の一歩へ繋げられるよ
うに全力プレーで頑張ります。

東海総体結果

女子三段跳 優勝
（12ｍ81）岡島　奏音（ ３年）

男子八種競技 優勝
（５６２８点）向原　悠斗（ ２年）

男子
１１０ｍハードル

５ 位
（14秒59）上田凛太朗（ ３年）

男子
４００ｍハードル

５ 位
（52秒72）上田凛太朗（ ３年）

男子棒高跳び ５ 位
（ ４ｍ60）西村　空菜（ ３年）

最高の結果で恩返し 岡 島 奏 音

　去年はインターハイに出場することすらできず、とても悔しい
思いをし、絶対に日本一になりたいという強い気持ちで毎日努力
を重ねました。今年のインターハイでは、優勝をし、日本一にな
ること、そして日本高校新記録を出すことを目標にしています。必
ず目標を達成させ、これまで支えてくださった全ての方々への感
謝の気持ちを忘れず、最高の結果で恩返しができるよう精いっぱ
い頑張ります。

入賞をめざす 向 原 悠 斗

　東海総体では 2日目で崩れてしまいました。修正して、総体で
は入賞をめざして頑張ります。

皇學館を背負う 上田 凛太朗

　皇學館を背負って決勝進出できるように精いっぱい頑張ります。

自己ベストを出して決勝へ 西 村 空 菜

　初めてのインターハイ出場で不安なところもありますが、自己
ベストを出して決勝に進出できるように一生懸命頑張ります。

全日本高校ボウリング選手権大会
開催期間 ₇/₃₁㊍～₈/₂圡・愛知県

一投一投大切に戦い抜く 
澤 田 枇 奈（ 1 年）
　私はボウリングで 7月末から愛知県で行
われる全日本高校ボウリング選手権大会に
出場します。中学のときは悔しい思いばか
りしてきました。高校では優勝をめざして
努力してきました。まずは、今大会を開催、
運営をしてくれる方々、今でもこれからも応援してくださる
方々に感謝を忘れず、一投一投大切にして戦い抜きたいです。そ
して、私が悔しかったときに支えてくれた家族や友人をこれか
らも大切にして、悔いのない競技をしていきます。優勝するた
めに頑張りますので、応援よろしくお願いします。

第₄₉回 全国高等学校総合文化祭
かがわ総文祭₂₀₂₅
「讃岐に咲くは才の花たち」

開催期間 ₇/₂₆圡～₃₁㊍・香川県

写真部 写真部門 ₇/₂₇㊐～₇/₃₁㊍・高松市

作品作りのヒントを学びたい 
後 藤 咲 良（ 3 年）
　私は香川県で開催される全国高等学校総
合文化祭の写真部門に参加します。この大
会では生徒同士の交流会、撮影会、入賞作
品の講評会があります。各県から選出され
た、素晴らしい作品を鑑賞することで、自
身の技術向上につなげていきたいと思います。そして見る人の
心を惹きつけるような作品作りのヒントを学んでこようと思い
ます。これまで熱心に指導してくださった顧問の先生に感謝し、
先輩方がつないできた全国大会出場のバトンを次の代に渡せる
ように、自分を信じて頑張っていきます。

囲碁部 囲碁部門 ₇/₂₆圡～₇/₂₇㊐・まんのう町

全力で試合に臨む 
伊東 亜里紗（ 2 年）
　この度、 7月に開催される全国高等学校
総合文化祭・囲碁部門に出場することとな
りました。私は県代表として、団体戦の主
将を務めさせていただきます。全国から集
まる各県の強豪校と対局できる貴重な機会
をいただけたことに感謝し、これまでの練習の成果を十分に発
揮できるよう、全力で試合に臨みたいと思います。また、この
経験を通して学んだことを部員たちにしっかりと伝え、今後の
部活動に生かしていけるよう、一局一局を大切に、落ち着いて
取り組みたいと考えています。

令和 ₇ 年度 全国高等学校総合体育大会
「開け未来の扉 中国総体 ₂₀₂₅」 開催期間 ₇/₂₃氺～₈/₂₀氺

　 6月に開催された第71回東海高等学校陸
上競技対校選手権大会女子三段跳で皇學館
高等学校 3年の岡島奏音選手が12ｍ81を記
録し優勝。東海高校記録、三重県高校記録、
大会新記録を樹立する快挙を成し遂げた。
この結果を受け、 7月 4日に国立競技場で
行われた第 109 回日本陸上競技選手権に初
出場。記録は12ｍ10で、17位という結果で
あった。
　新記録を引っ提げて臨んだ日本選手権を
振り返り、「プレッシャーはなく、日本を代
表する選手たちとの競技を楽しもうと思っ

た」と語る岡島選手。自己ベスト更新や日
本高校記録には届かず、「自信があっただけ
に、納得いかず悔しい」としながらも、「憧
れの舞台で競技ができて嬉しく、楽しかっ
た」と話す。
　全国トップ選手の集中力と結果を出す姿
に大きな刺激を受け、「自分もそんな選手に
なりたい」と決意を新たにした岡島選手。三
段跳の奥深さと難しさを再認識し、今後は
「怪我のケア、練習の質の向上、競技を楽し
む気持ち」を大切にし、さらなるレベルアッ
プをめざす。競技生活を通して「陸上は孤

独なスポーツではない。
競技するのはひとりだ
が、そのひとりを支え
る応援の大切さ、あり
がたさを学んだ」と言
い、この経験を生かす
べく「チームを支え、応
援されるキャプテンで
ありたい」と語った。今後の目標は広島イン
ターハイでの優勝と日本一、そして「誰も超
えることのできない日本高校記録」の達成
だ。今後のさらなる飛躍に期待が高まる。

バドミントン部 男女 競技 ₈/₅㊋～₈/₉圡・山口県

陸上部 競技 ₇/₂₅㊎～₂₉㊋・広島県

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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